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    令和〇年度わくわく事業補助金実績報告書 

 

令和○年○月○日（   年   月  日変更）付け豊○○発第○○号で補助金の交

付決定を受けた事業（事業名：地域みんなで！自然を活かすビオトープ事業）を完了し

たので、豊田市補助金等交付規則第１０条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１  添付書類 

（１）収支決算書・事業報告書（実績報告書添付資料 様式１） 

（２）領収書（写し） 

（３）活動写真 

※備品を購入した場合は、活動写真に加え、わくわく事業活動備品ラベルを貼

り付けて撮影した写真を添付してください。 

（４）備品台帳・資産台帳（写し） 

※備品又は資産を取得したときは提出してください。 

 

 

 

  

計画変更承認申請書を提出した場合のみ記入 

事業完了３０日以内又は翌年度の４月１０日の

どちらか早い期日までに提出してください。 



１ 収支決算書 

 （１）収入の部                           単位：円 

 

 （２）支出の部                            単位：円 

※査定書から転記 

  

科  目 予 算 額 決 算 額 備 考 

市補助金 ２８２,０００ ２８２,０００ 千円未満切捨 

団体負担金 ６,０００ １３,０００  

その他 ２５,６００ １８,６００ 
参加費 100 円×50 人 

自治区協力金 

合  計 ３１３,６００ ３１３,６００  

科 目 

予 算 額 決 算 額 

備 考 
事業費 

うち補助金 

交付額※ 
事業費 うち補助金額 

報償費 20,000 18,000 20,000 18,000  

消耗品費 40,000 36,000 30,000 27,000  

食糧費 16,000 14,400 16,000 14,400  

原材料費 55,000 49,500 65,000 58,500  

備品購入費 120,000 108,000 120,000 108,000  

印刷製本費 30,000 27,000 30,000 27,000  

保険料 23,600 21,240 23,600 21,240  

使用料 9,000 8,100 9,000 8,100  

  
 

   

      

      

      

合 計 313,600 282,240 313,600 282,240  

実績報告書添付資料 様式 1 

予算に変更がある場合は、事前に

支所担当者に連絡してください。 

変更申請をした場合は、

変更後の予算額を記入し

てください。 

一致するように 



２ 事業報告書及び事業成果 

 

 

 

 

活動地域 ○○地域 

実施期間   令和○年○月○日 ～ 令和○年○月○日 

月 活動実績内容・場所・人数など 

第一 

四半期 

 

４月 

～  

６月 

【４月、５月】 

○○池周辺の清掃作業（構成員のみ） ○○池 １０人 

【６月】 

○○池周辺の清掃作業（自治区有志の参加あり）、２０人（うち有志１０人） 

第二 

四半期 

 

７月 

～  

９月 

【７月、８月】 

○○池周辺の清掃作業（構成員のみ） 、 粗大ごみ処分 ○○池 １０人 

【８月、９月】 

ビオトープの勉強会、イベント企画 ○○交流館 １０人（構成員のみ） 

第三 

四半期 

 

10月 

～  

12月 

【１０月～１２月】 

○○池周辺の清掃作業（構成員のみ） ○○池 １０人 

【１０月】 

イベント実施 ○○池 一般参加者１００人、構成員１０人 

第四 

四半期 

 

１月 

～  

３月 

【２月】 

○○池周辺の清掃作業（構成員のみ）○○池 １０人 

【３月】 

自治区総会にて活動報告 ○○区民会館 

成果 

※団体の活動によって地域にもたらした効果、今後の課題などを記入 

 

・団体の活動によって地域資源である○○池の存在や大切さ、○○池に生

息している生き物の命や環境意識を地域住民に広めることができた。 

・○○池でのイベントの実施により、多世代な地域住民の交流機会を創出

した。 

・団体員が高齢化しており、団体活動を継続させるための工夫が必要。 


